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横
浜
市
関
係

９
―
「
五
十
二
年
度
私
立
幼
稚
園
の
実
態
調

査
」
ま
と
ま
る
。
入
園
時
に
一
人
当
り
九
―
一

〇
万
円
の
費
用
負
担
で
四
、
五
才
の
二
年
間
が

通
常

　
1
1
―
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会
、
市
営
地
下
鉄

一
号
線
の
路
線
変
更
・
米
軍
横
浜
海
浜
住
宅
跡

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
等
可
決
。
▽
鶴
見
川

コ
レ
ラ
対
策
本
部
、
生
麦
運
河
で
コ
レ
ラ
菌
検

出
を
発
表
。
▽
「
横
浜
外
人
墓
地
を
愛
す
る
会
」

が
民
間
団
体
と
市
民
に
よ
り
結
成
さ
れ
る
。

　
1
3
―
緑
区
で
、
初
の
「
青
空
区
民
会
議
」
開
催

　
1
5
―
公
共
事
業
推
進
の
た
め
、
こ
の
日
ま
で
に

都
市
整
備
局
な
ど
か
ら
道
路
局
ヘ
一
一
人
、
下

水
道
局
へ
八
人
の
職
員
を
応
援
に
配
置

　
1
7
―
山
下
公
園
前
の
二
つ
の
高
層
ビ
ル
建
設
に

係
る
。
市
の
高
さ
制
限
緩
和
の
許
可
処
分
・
建

築
確
認
処
分
は
違
法
だ
と
し
て
取
り
消
し
を
求

め
た
住
民
の
行
政
不
服
審
査
請
求
に
対
し
て
、

市
建
築
審
査
会
、
「
原
告
適
格
に
欠
け
る
」
と

し
て
却
下
。
▽
測
量
汚
職
の
道
路
局
職
員
三
人

と
財
政
局
職
員
一
人
を
懲
戒
免
職

　
1
9
―
浜
教
組
大
会
、
主
任
制
阻
止
等
可
決
閉
幕

　
2
0
―
港
南
区
青
空
区
民
会
議
に
二
〇
〇
人
参
加

　
2
3
―
五
月
定
例
市
会
開
会
、
二
七
議
案
上
程

　
2
4
―
市
長
、
五
十
三
年
度
通
常
予
算
案
を
発
表

前
年
当
初
比
一
七
・
七
％
増
、
下
水
道
は
二
倍

　
2
6
―
横
浜
経
済
五
団
体
首
脳
会
議
、
「
横
浜
シ

テ
ィ
・
エ
ア
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
」
実
現
へ
、
市

自
治
体
・
国
・
社
会

１
―
第
四
九
回
メ
ー
デ
ー
。
▽
植
村

直
己
さ
ん
、
犬
ぞ
り
で
北
極
点
に
到

達
。
２
―
岡
原
最
高
裁
長
官
、
弁
駿

八
抜
き
我
判
支
持
の
発
言
。
３
―
日

米
首
脳
会
談
開
く
。
世
界
の
中
の
日

米
の
役
割
な
ど
話
し
合
い
。
４
―
美

濃
部
都
知
事
、
特
別
昇
給
延
期
問
題

で
都
労
連
と
団
交
。
▽
厚
生
省
、

五
二
年
麻
薬
自
書
を
発
表
。
覚
せ
い

剤
検
挙
者
一
四
、
七
四
一
人
で
前
年

比
三
五
％
増
。
６
―
神
奈
川
県
立
諸

学
校
の
主
任
制
実
施
。
８
ｌ
社
共
両

党
、
最
高
裁
長
官
罷
免
訴
追
請
求
お

こ
す
。
▽
北
陸
ト
ン
ネ
ル
列
車
事
故
、

国
鉄
と
被
災
者
三
一
人
が
四
年
半
ぶ

り
和
解
。
９
―
岡
原
発
言
国
会
で
論

議
。
▽
美
濃
部
都
知
事
、
「
特
昇
延

期
」
を
撤
回
。
1
1
―
国
鉄
、
平
均
一
五

％
の
運
賃
値
上
げ
を
申
請
。
1
2
―
成

田
空
港
法
成
立
。
1
5
―
成
田
空
港
法

適
用
第
一
号
に
ニ
団
結
小
屋
。
1
7
―

ベ
ル
テ
ッ
ク
倒
産
。
1
8
―
妙
高
高
原

で
地
滑
り
、
死
者
・
不
明
一
三
人
。

　
1
9
―
東
京
ス
モ
ン
、
仮
払
い
の
仮
処

分
を
認
め
る
。
2
0
―
成
田
開
港
。
2
1

―
成
田
連
航
開
始
。
2
2
―
真
鶴
町
長

あ
て
逃
げ
事
件
発
覚
。
2
3
―
社
党
三

役
会
議
、
飛
鳥
田
委
員
長
の
選
挙
区

を
東
京
一
区
と
決
定
。
▽
―
自
治
省
、

政
令
都
市
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
の

実
態
を
発
表
。
2
4
―
藤
沢
市
文
書
館

６月
昭和
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横
浜
市
関
係

・
県
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
の
展
開
で
合
意

　
2
7
―
市
選
管
。
「
選
挙
運
動
の
収
支
報
告
」
発
表

細
郷
氏
四
七
〇
万
円
、
朝
倉
氏
六
六
四
万
円
。

▽
第
四
七
回
開
港
記
念
バ
ザ
ー
、
蒔
田
公
園
で

開
か
れ
る
（
六
月
四
日
ま
で
）

　
3
1
―
五
月
一
日
現
在
の
本
市
の
人
口
二
七
一
万

四
、
九
六
六
人
（
推
計
人
口
）
、
大
阪
市
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

七
、
五
〇
一
人
上
回
っ
た
こ
と
が
判
明
。
▽
緑

区
荏
田
の
新
横
浜
元
石
川
線
道
路
建
設
問
題
が

反
対
派
住
民
の
合
意
に
よ
り
四
年
半
ぶ
り
解
決

１
―
市
会
五
月
定
例
会
閉
会
。
▽
鶴
見
川
コ
レ

ラ
汚
染
、
二
か
月
ぶ
り
に
安
全
宣
言

２
―
市
民
ホ
ー
ル
で
開
港
一
二
〇
年
記
念
式
典

８
―
「
鶴
見
川
コ
レ
ラ
対
策
本
部
」
解
散

９
―
予
算
臨
時
市
会
開
会
。
市
長
、
「
住
民
の

連
帯
意
識
に
よ
る
地
域
の
連
帯
性
を
高
め
る
。

市
民
全
休
に
よ
る
市
域
の
一
体
性
を
図
る
。
首

都
圏
の
中
で
の
国
際
港
都
横
浜
と
し
て
の
特
色

あ
る
主
体
性
を
確
立
す
る
―
の
三
本
柱
を
今
後

の
市
政
の
経
営
目
標
に
設
定
す
る
」
と
発
言

　
1
0
―
市
会
代
表
質
問
で
市
長
。
「
公
共
事
業
の

上
半
期
七
〇
％
消
化
に
全
力
を
あ
げ
る
。
『
市

総
合
計
画
』
『
新
五
か
年
指
標
』
は
当
面
尊
重

し
て
い
く
が
、
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
見
直

し
も
考
え
て
い
る
」
な
ど
と
発
言
。
▽
緑
区
に

休
日
急
患
診
療
所
が
オ
ー
プ
ン

　
1
4
―
市
会
特
別
委
で
社
党
、
下
水
道
予
算
関
係

で
要
綱
行
政
を
質
問

自
治
体
・
国
・
社
会

の
職
貝
三
人
が
地
方
公
務
員
法
違
反

で
六
ヵ
月
の
停
職
処
分
。
2
6
―
政
府
、

日
中
平
和
条
約
交
渉
再
開
を
決
定
。

　
2
7
―
「
あ
て
逃
げ
」
の
真
鶴
町
長
が
辞

職
、
2
9
―
東
急
ス
ト
ア
辻
堂
店
で
火

事
。
少
女
一
人
焼
死
。
▽
不
二
サ
ッ

シ
、
五
年
間
で
四
三
口
億
円
の
粉
飾

を
発
表
。
3
0
―
片
山
哲
元
首
相
死
去

（
9
0
才
）
。
▽
3
1
―
日
中
平
和
友
好
条

約
再
開
を
中
国
に
正
式
申
し
入
れ
。

１
―
神
奈
川
ス
モ
ン
訴
訟
で
原
告
の

一
人
に
鑑
定
抜
き
で
賠
償
金
仮
払
い

を
命
令
。
２
―
県
庁
で
産
業
廃
棄
物

汚
職
発
覚
し
、
課
長
補
佐
逮
捕
。
▽

最
高
截
が
外
務
省
秘
密
漏
え
い
事
件

で
、
元
毎
日
新
聞
記
者
西
山
被
告
の

有
罪
を
支
持
す
る
決
定
。
▽
前
年
度

の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
実
質
成
長
串
五
・
四
％
。

３
―
国
鉄
、
春
闘
で
一
四
万
人
を
処

分
。
▽
山
崎
日
展
会
長
の
脱
税
発
覚
。

５
―
神
奈
川
県
土
地
収
用
委
、
新
貨

物
鎔
関
係
住
民
二
〇
五
人
に
裁
決
書
。

▽
円
再
燃
、
二
二
〇
円
割
れ
。
７
―
▽

横
浜
線
の
複
線
化
等
に
つ
い
て
、
沿

線
住
民
が
国
鉄
本
社
に
陳
情
、
８
―

▽
第
一
八
回
金
田
市
長
会
開
会
（
日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
）
。
９
―
横
浜
新
貨

物
線
問
題
で
、
国
鉄
が
補
償
交
渉
始

め
る
。
1
2
―
関
東
・
東
北
に
Ｍ
７
・
５

の
地
震
、
宮
城
県
で
死
者
二
一
人
、
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1
5
―
消
防
局
長
、
Ｍ
七
・
九
の
地
震
発
生
時
の

木
造
家
屋
被
害
想
定
発
表
。
死
者
・
不
明
一
五

万
人
、
被
害
家
屋
は
三
〇
万
戸

　
1
7
―
市
会
特
別
委
で
共
産
党
、
「
大
手
造
船
所

周
辺
海
域
で
基
準
以
上
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
検
出
さ
れ

て
い
る
の
に
未
処
理
」
と
質
問

　
1
9
―
飛
鳥
田
前
市
長
、
退
職
金
の
う
ち
、
一
億

二
、
八
八
八
万
円
の
加
給
金
の
辞
退
を
声
明
。

▽
横
浜
公
園
内
チ
ャ
ペ
ル
セ
ン
タ
ー
返
還
式

　
2
0
―
市
会
特
別
委
で
市
長
、
要
綱
行
政
に
関
し

て
「
現
在
実
施
中
の
要
綱
は
、
生
活
の
知
恵
と

し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て
認
め
て
い
る
。
将

来
情
勢
の
変
化
を
み
な
が
ら
必
要
が
あ
れ
ば
し

か
る
べ
き
措
置
を
と
り
た
い
」
と
答
弁

　
3
0
―
市
会
本
会
議
、
五
十
三
年
度
予
算
案
（
総

額
八
、
九
五
五
億
円
）
、
公
共
料
金
値
上
げ
案

　
（
下
水
道
8
/
1
か
ら
基
本
料
金
一
六
○
円
、
地
下

鉄
1
0
/
1
か
ら
初
乗
り
九
〇
円
、
バ
ス
1
0
/
1
か
ら
一
〇

〇
円
・
来
年
６
／
１
か
ら
一
一
〇
円
）
、
特
別
職
退

職
金
条
例
改
正
案
等
可
決
し
て
閉
会
。
▽
大
場

助
役
、
平
島
収
入
役
辞
任

１
―
新
助
役
に
松
林
義
幸
氏
、
収
入
役
に
山
本

功
経
済
局
長
。
▽
五
十
三
年
度
本
格
予
算
ス
タ

ー
ト

４
―
毎
年
恒
例
の
米
国
独
立
記
念
花
火
大
会
、

資
金
難
で
中
止

５
―
市
長
、
神
奈
川
経
済
五
団
体
首
脳
と
会
談

し
。
「
み
な
と
振
興
懇
談
会
」
へ
の
協
力
等
要
請

７
―
「
丸
井
」
の
馬
車
道
進
出
に
つ
い
て
、
市

と
関
係
者
ら
第
一
回
合
同
会
議
開
か
れ
、
一
〇

横
浜
は
震
度
４
。
▽
神
奈
川
県
住
宅

供
綸
公
社
の
汚
職
発
覚
。
1
4
―
「
日

韓
大
陸
だ
な
協
定
特
別
措
置
法
」
「
地

方
公
務
員
法
改
正
法
」
成
立
。
▽
日

中
条
約
交
渉
、
中
国
側
が
再
開
に
同

意
。
1
5
―
裁
判
官
訴
追
委
、
岡
原
長

官
の
訴
辿
し
な
い
こ
と
を
決
定
。
1
6

―
第
八
四
通
常
国
会
閉
幕
、
法
案
成

立
率
九
〇
・
二
％
。
1
8
―
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
七
〇
年
祭
開
催
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
）
。

　
2
1
―
東
京
外
為
で
一
ド
ル
＝
ニ
○
八

円
六
五
銭
の
最
高
値
、
▽
鬼
気
料
金

値
下
げ
要
求
強
ま
る
。
2
2
―
文
部
省
、

新
高
校
指
導
要
領
案
を
発
表
。
2
3
―

日
活
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
事
件
で
、
映
倫

・
日
活
に
無
罪
（
東
京
地
裁
）
。
2
7
―

新
潟
地
方
に
大
雨
降
り
続
く
。
新
発

田
市
で
三
月
間
に
五
二
〇
ミ
リ
。
▽

横
浜
新
貨
物
線
ば
対
同
盟
の
四
〇
人
、

県
収
用
委
裁
決
取
り
消
し
の
行
政
訴

訟
起
こ
す
。
2
9
―
運
輸
審
、
国
鉄
運

賃
値
上
げ
を
一
部
修
正
し
て
答
申
。

　
3
0
―
鎌
介
市
長
選
に
渡
辺
隆
前
収
入

役
が
出
馬
去
明
。
▽
柴
田
錬
三
郎
氏

死
去
（
6
1
才
）
。

１
―
神
奈
川
県
上
級
職
採
用
募
集
に

二
、
九
六
二
人
応
募
、
競
争
率
三
五

・
三
倍
。
３
―
生
産
者
米
価
引
上
げ

を
求
め
る
全
国
農
協
代
表
者
大
会
に

農
民
一
万
人
が
参
加
（
武
道
館
）
。
▽

真
鶴
町
長
に
青
木
国
男
前
助
役
が
無

投
票
当
選
。
４
―
新
貨
物
線
未
着
工

部
分
の
土
地
使
用
・
収
用
の
権
利
ハ
岡

鉄
へ
。
▽
関
東
地
方
梅
雨
明
け
。
▽

東
京
で
一
ド
ル
＝
二
〇
一
円
台
の
最

高
値
。
５
―
横
浜
新
貨
物
線
工
事
開

項
目
に
つ
い
て
合
意
。
▽
市
教
委
会
、
本
年
度

二
次
分
と
し
て
、
小
中
校
八
校
新
築
、
プ
ー
ル

一
七
校
に
設
置
の
計
画
を
発
表

　
1
1
―
企
画
調
整
局
長
ら
一
等
級
二
二
人
、
二
等

級
三
八
人
の
人
事
異
動

　
1
3
―
米
軍
司
令
部
、
「
池
子
弾
薬
庫
返
還
の
意

思
な
い
」
旨
正
式
回
答
。
閉
鎖
の
事
実
は
認
め

る
（
防
衛
施
設
庁
発
表
）
。
▽
中
山
中
学
校
プ

ー
ル
事
故
で
家
族
ら
四
人
、
市
を
相
手
に
一
億

二
千
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
提
起

　
1
4
―
県
・
横
浜
・
逗
子
各
首
長
連
名
で
、
池
子

弾
薬
庫
の
早
期
全
面
返
還
を
防
衛
庁
・
防
衛
施

設
庁
・
外
務
省
に
要
請
。
▽
首
都
圏
地
方
自
治

研
究
会
（
神
奈
川
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
東

京
都
・
埼
玉
県
で
構
成
）
主
催
の
「
地
方
の
時

代
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
国
際
会
議
場
）

　
2
5
―
二
等
級
三
人
、
三
等
級
一
三
三
人
、
四
等

級
二
〇
八
人
の
人
事
異
動

　
2
7
―
七
月
臨
時
市
会
始
ま
る
。
水
道
条
例
改
正

案
等
一
四
件
の
議
案
提
出
。
▽
神
奈
川
劇
場
再

開
問
題
、
住
民
要
求
を
大
部
分
取
り
入
れ
て
、

一
年
五
か
月
ぶ
り
に
結
着

　
2
8
―
市
会
第
二
委
で
公
害
対
策
局
長
、
「
Ｎ
Ｏ

２
目
標
基
準
は
従
来
通
り
○
・
○
四
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と

す
る
」
こ
と
を
発
表

　
2
9
―
港
北
区
・
磯
子
区
・
西
区
で
「
区
民
の
集

い
」
開
か
れ
、
市
長
も
港
北
区
に
出
席

　
3
0
ー
本
牧
海
づ
り
公
園
一
般
公
開
始
ま
る
。
▽

港
南
区
日
野
町
に
、
市
営
少
年
野
球
場
が
完
成

▽
高
校
野
球
神
奈
川
大
会
、
横
浜
高
校
が
優
勝

始
。
▽
鎌
介
市
長
選
に
正
木
現
市
長

が
出
馬
表
明
。
▽
「
農
林
水
産
省
」
ス

タ
ー
ト
。
▽
歌
手
水
原
弘
さ
ん
死
去

（
4
2
才
）
。
６
―
▽
鎌
倉
市
み
ど
り
汚

職
の
元
課
長
に
懲
役
一
年
、
執
行
猶

予
四
年
の
判
決
。
▽
平
塚
七
夕
ま
つ

り
始
ま
る
。
８
―
五
三
年
度
生
産
者

基
本
米
価
据
え
置
き
決
定
。
1
0
―
環

境
庁
、
窒
素
酸
化
物
環
境
基
準
緩
和

を
決
定
。
1
1
―
神
奈
川
県
、
産
廃
物
汚

職
の
技
幹
を
諭
旨
免
職
。
1
2
―
筑
摩

書
房
が
倒
産
、
負
債
額
五
三
億
円
。

　
1
3
―
第
四
回
先
進
国
首
脳
会
議
開
幕

（
西
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
）
。
1
7
＝
都
教
委
会
、

主
任
制
の
一
〇
月
一
日
実
施
を
議
決
。

▽
佐
々
木
更
三
元
社
党
委
員
長
が
引

退
表
明
。
1
8
―
総
評
大
会
、
都
知
事

選
に
太
田
氏
擁
立
を
決
定
し
て
閉
幕
。

▽
川
崎
市
長
、
Ｎ
０
２
旧
基
準
堅
持
を

表
明
。
1
9
―
神
奈
川
県
知
事
、
Ｎ
０
２

基
準
は
、
従
来
の
基
準
達
成
を
目
指

す
旨
発
去
。
2
1
―
日
中
条
約
交
渉
再

開
。
▽
消
費
者
米
価
据
え
置
き
決
定
。

　
2
3
―
夏
休
み
初
の
日
曜
日
、
湘
南
・

三
浦
に
六
八
万
人
。
▽
一
ド
ル
＝
一

九
九
円
。
▽
米
国
で
復
元
の
ゼ
ロ
戦
、

横
浜
港
へ
。
2
5
―
超
法
規
発
言
の
栗

柄
統
幕
議
長
更
迭
。
▽
英
国
で
世
界

初
の
試
験
管
ベ
ビ
ー
誕
生
。
▽
古
賀

政
男
氏
死
去
（
7
3
才
）
。
2
8
―
三
保
ダ

ム
竣
工
式
。
▽
石
田
元
国
鉄
総
裁
死

去
（
9
2
才
）
。
2
9
―
一
七
年
ぶ
り
復
活

の
隅
田
川
花
火
に
六
〇
万
人
。
3
0
―

沖
繩
の
交
通
方
法
・
変
更
。

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした。*印は日付不確定のため新聞発行日。
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